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ご検討を祈りま
す！

日時：令和４年１０月２９日（土）　場所：千葉県消防学校（千葉県市原市）

にインタビューしました

指揮者  山﨑 博文
① 今まで行ってきた練習の成果を発揮し、
　 優勝目指して頑張っていく
② 子どもたちから尊敬されること
③ 毎号読んでいる
④ 住民に対して大切だと思える内容を
　 審議してほしい

１番員  坪井 裕一
① 出場するからには、優勝目指
して頑張りたい

② 地域貢献ができること
③ 読んだことあります
④ 若い世代が和気町に住んでい
てよかった、住みたいと思え
るような町を目指した活動
をしてほしい

３番員  万代 尚希
① 練習の成果を十分に発揮して、
　 いい成績を出したい
② 防災知識などが身に付くこと
③ 知っているが、読んだことはない
④ 和気町に住みたい・帰って来たく
　 なるような仕組みを議論してほ
　 しい

わけ議会だより65号 p.2

平成２０年

第２１回
全国大会

平成２４年

第２３回
全国大会

第２９回全国消防操法大会（ポンプ車の部）出場 第４分団機動部

日々訓練に励む番員（選手）

２番員  岡崎 樹史
① 出場するならぜひ勝ちたい
② 体を動かすことが出来ること
③ 知っているが、読んだことはない
④ 若い世代が住みたくなるような
　 町づくりをしてほしい

４番員  岩井 健浩
① 光栄な舞台に出場機会を与えて頂き感謝しています
　 集大成をだしきり優勝を目指します
② 町民の皆様から激励のお言葉をいただき自信に
　 つながること
③ 知っている。読んでいる
④ 新しい事業にも率先して取り組み町民にとって
　 安心安全 住みやすい街にしていただきたいです
　 人口増加を期待しています

質問： 
① 全国大会の意気込みは
② 消防団に入ってよかったこと
③ 『議会だより』を知っていますか？
　 読んだことがありますか？
④ 町議会に期待することは？

p.3 わけ議会だより65号



新生児出産祝金支給事業 ………………………
抗原検査キット整備事業 …………………………
和気鵜飼谷温泉空調設備更新事業 ……………
にこにこ園、小・中学校ＰＣＲ検査等実施事業 …

１,０７０万円
１００万円

１,１５５万円
１６５万円

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金事業 ………２,４９０万円

告知放送端末更新事業 ……………３,２８５万円

新型コロナウイルスワクチン接種
（第４回目）事業 ……………………２,２５７万円

農林業施設整備事業 ………………１,４８０万円
（農道舗装工事等）

三保高原スポーツ＆リゾート
テニスコート人工芝張替え工事 …５,３０８万円

土木施設整備事業 ………………１億６７０万円
（道路新設改良、舗装新設改良、河川改修、排水路整備） 

（第３号）を全会一致で可決しました（第３号）を全会一致で可決しました（第３号）を全会一致で可決しました（第３号）を全会一致で可決しました
補正予算（第２号）

わけ議会だより65号 p.4わけ議会だより65号 p.4

令
和
４
年
６
月
10
日
～
22
日

令和４年一般会計補正予算（第２号）及び令和４年一般会計補正予算（第２号）及び令和４年一般会計補正予算（第２号）及び令和４年一般会計補正予算（第２号）及び

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、食料等の物価
高騰に直面する子育て世帯に対し、特別給付金を給付する事業

子育て世帯生活支援特別給付金事業 ……１,６５５万円

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金事業  …………………… ５,０００万円

和気町大学生世代等に対する給付金事業 ２,５００万円

補正予算（第３号）

児童 1 人あたり………………１０万円

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、国の子育て支援
特別給付金の支給対象外となる１９歳から２２歳までに対し、町独自
の給付金を支給する事業

1 人あたり………………………５万円

長期化するコロナ禍において、食料等の物価高騰の影響を受ける住民
税非課税世帯や家計急変世帯に対し、臨時特別給付金を給付する事業
※ただし令和３年度に同給付金の支給を受けた世帯以外

1 世帯あたり…………………１０万円

６月議会の動画　
一覧はここから→

p.5 わけ議会だより65号p.5 わけ議会だより65号



請　　　 　 願

臨　時　議　会

重度心身障害者医療費助成制度の国の制度化を求める意見書への請願
提出者：障害者の生活と権利を守る岡山県連絡協議会
　　　　会長　吉田　裕美

▶審査結果：全会一致で趣旨採択

請

当
瀬
万
享

安
東
哲
矢

西
中
純
一

広
瀬
正
男

万
代
哲
央

居
樹
　
豊

山
本
　
稔

神
﨑
良
一

從
野
　
勝

尾
崎
智
美

今
西
宏
康

◯◯

×

◯◯◯◯◯◯◯◯和気町職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例

厚生産業常任委員会委員の選任について
和気鵜飼谷温泉事業特別委員会委員の選任について
和気町防災都市公園整備事業特別委員会委員の選任について

議　案　等　の　名　称

賛 否 の 状 況

今西議員、広瀬議員を選任

選挙管理委員及び補充員の選挙について

副町長の選任について

監査委員の選任について

教育委員会委員の任命について

　　　　　　指名推薦により決定

 

　　 周藤 和美 氏 　　 順位１　矢田 節雄 氏

　　 髙原 　宏 氏 　　 順位２　麻植 榮一 氏

　　 花澤 　稔 氏 　　 順位３　藤原 明文 氏

　　 小金谷 敦 氏 　　 順位４　小高 郷近 氏

 す とう かずみ

たかはら   ひろし

はなざわ   みのる

 こがね や  あつし

 や　た　せつお

 おうえ  えいいち

ふじわらあきふみ

 お だか さとちか

同意（全会一致）　今田 好泰 氏

同意（全会一致）　髙見 啓視 氏

同意（全会一致）　安藤 知春 氏

いま だ  よしやす

たか み   ひろし

あんどう ち はる

（令和４年５月２０日開催）

（６月定例会）

【選挙管理委員】 【補充員】
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消
防
機
庫
解
体
跡
の

駐
車
場
の
使
用
は

広
瀬 

正
男 

議
員

問 

第
３
分
団
機
動
部
の
消

防
機
庫
解
体
跡
の
駐
車

場
は
、日
笠
下
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
駐
車

場
と
し
て
使
用
で
き
る

の
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　
　

日
笠
地
区
公
民
館
が

管
理
す
る
駐
車
場
な

の
で
、ど
な
た
で
も
使

用
で
き
る
。

音
声
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム

事
業
費
の
概
要
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

音
声
告
知
放
送
シ
ス
テ

ム
事
業
費
、
設
計
委
託

料
３
１
３
０
万
円
、
設

計
監
理
委
託
料
１
５
０

万
円
、
こ
の
事
業
概
要

は
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

音
声
告
知
放
送
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
用
で
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
一

緒
に
整
備
し
て
12
年

近
く
経
過
し
、
令
和

６
年
に
保
守
が
終
了

す
る
屋
外
の
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
の
設
備
の

切
替
、
そ
れ
に
係
る

シ
ス
テ
ム
更
新
な
ど

で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
告
知
放
送
（
端

末
）
に
代
え
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
検
討
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
５

年
度
に
工
事
、６
年
度

に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

で
き
る
よ
う
準
備
す

る
。

商
工
費
の
起
業
支
援

補
助
金
の
中
味
は

万
代 

哲
央 

議
員

問 

商
工
費
の
起
業
支
援
補

助
金
50
万
円
の
中
味
は

何
か
。

答 

豊
福 

産
業
振
興
課
参
与

　
　

創
業
塾
を
受
講
さ
れ

た
人
が
起
業
す
る
場

合
、
１
人
10
万
円
を

補
助
す
る
制
度
を
新

設
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
の
内
容
は

居
樹
　
豊 

議
員

問 

そ
の
他
雑
入
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
２

２
６
８
万
円
の
内
容
は
。

答 

久
永 

総
務
事
業
課
長

　
　

ロ
マ
ン
ツ
ェ
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
人
工
芝
の

張
り
替
え
を
行
う
も

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
の
対

象
と
な
り
申
請
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
す
る
臨
時
特
別
交

付
金
と
は神

﨑 

良
一 

議
員

問 

①
家
計
が
急
変
し
た
世

         

帯
と
は
。

②
令
和
３
年
度
対
象
と

な
っ
た
方
は
給
付
さ

れ
る
の
か
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
給
付

は
考
え
て
い
な
い
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
令
和
４
年
１
月
以

降
の
１
か
月
の
所

得
が
非
課
税
相
当

の
世
帯
が
対
象
。

②
今
年
度
は
対
象
と

な
ら
な
い
。

③
早
急
な
給
付
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、今
後
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

を
活
用
し
て
、早
急

な
給
付
と
事
務
的

な
軽
減
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、是
非

活
用
し
て
い
き
た

い
。

大
学
生
世
代
等
に

対
す
る
給
付
金
と
は

居
樹
　
豊 

議
員

問 

大
学
生
の
生
活
支
援

に
つ
い
て
は
、
今
年
６

月
１
日
時
点
で
和
気
町

に
住
民
票
が
な
け
れ
ば

給
付
さ
れ
な
い
が
、
大

学
生
な
ど
の
生
活
支
援

が
目
的
で
あ
れ
ば
、
こ

の
点
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

今
回
の
目
的
が
生
活

支
援
と
し
て
お
り
、

該
当
者
に
申
請
書
を

送
付
す
る
た
め
、
町

内
に
住
民
票
が
あ
る

方
を
対
象
に
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

大
学
生
世
代
等
に

対
す
る
給
付
金
と
は

尾
崎 

智
美 

議
員

問 

１
人
あ
た
り
５
万
円
で
、

２
５
０
０
万
円
の
予
算

と
い
う
こ
と
は
、
５
０

０
人
も
対
象
が
い
る
と

い
う
こ
と
か
。
県
外
に

出
た
人
は
対
象
外
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

対
象
は
大
学
生
に
限

ら
ず
、19
か
ら
22
歳
ま

で
の
、令
和
４
年
６
月

１
日
時
点
で
和
気
町

の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
が
あ
る
者
が
対

象
で
、約
半
数
が
大
学

生
で
あ
る
。

令
和
４
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

 ︵
第
２
号
︶

令
和
４
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

 ︵
第
３
号
︶
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６月定例会の動画①→６月定例会の動画②→６月定例会の動画③→

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒



片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
が
接
す
る
矢
田
工
業
団
地

財
産
の
処
分
の
内
容
は

今
西 

宏
康 
議
員

問 

こ
の
土
地
の
固
定
資
産

税
評
価
額
が
あ
る
の
な

ら
い
く
ら
な
の
か
。ま
た
、

造
成
費
用
は
概
算
で
い

く
ら
だ
っ
た
の
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
　

町
有
地
の
た
め
固
定
資

産
税
評
価
額
は
わ
か

ら
な
い
が
、
不
動
産

鑑
定
額
は
坪
単
価
3

万
3
0
0
0
円
で
あ

る
。
ま
た
、実
際
に
造

成
に
か
か
っ
た
費
用

は
約
7
億
円
で
あ
る
。

矢
田
工
業
団
地
売
却
の

効
果
は

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

①
地
元
説
明
会
の
反
応

　
　

は
。

②
売
買
契
約
書
に
つ
い
て

双
方
か
ら
特
別
な
要
望

事
項
は
あ
っ
た
の
か
。

③
片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
が
接

し
て
い
る
が
ト
ラ
ブ
ル

防
止
策
は
。

④
経
済
効
果
を
ど
の
く
ら

い
見
込
ん
で
い
る
か
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

①
地
元
に
は
喜
ば
れ
た
感

じ
だ
。

　
　

操
業
時
間
に
つ
い
て
は
、

通
常
朝
か
ら
夕
方
ま
で

の
操
業
を
想
定
し
て
い

る
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

出
入
り
に
つ
い
て
は
早

朝
や
夕
方
の
出
入
り
は

な
く
、
日
中
に
な
る
。

　
　

廃
棄
物
の
処

理
は
専
門
業

者
に
委
託
し

て
、十
分
注

意
し
て
行
う
。

　

②
町
か
ら
も
備

前
化
成
か
ら

も
、そ
う
い
っ

た
要
望
は
な

い
。

　

③
工
場
が
建
設

さ
れ
る
所
に

フ
ェ
ン
ス
が

造
ら
れ
る
予

定
で
、
そ
の

反
対
側
の
土

地
は
任
意
緑
地
と
し
て
、

企
業
が
有
効
活
用
、管

理
し
て
も
ら
う
よ
う
依

頼
し
た
。

　

④
今
の
と
こ
ろ
税
収
な
ど

が
ど
の
く
ら
い
増
え
る

か
把
握
し
て
い
な
い
。

今
回
は
工
場
の
移
転
と

の
こ
と
な
の
で
、新
た

な
雇
用
は
生
ま
れ
に
く

い
状
況
で
あ
る
。
長
く

続
い
て
い
く
企
業
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
中
で
雇
用
な
ど
も
生

ま
れ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

バ
ル
ク
充
填
設
備
工
事

と
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

観
光
施
設
工
事
費
１
８

９
２
万
円
の
う
ち
、
ガ

ス
バ
ル
ク
充
填
の
設
備

工
事
の
内
訳
は
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

観
光
施
設
工
事
は
厨

房
内
の
空
調
、レ
ス
ト

ラ
ン
内
の
空
調
と
ガ

ス
バ
ル
ク
貯
槽
の
取

り
替
え
で
あ
る
。
ガ

ス
バ
ル
ク
の
工
事
が

８
４
７
万
円
で
、平
成

15
年
に
製
造
し
た
も

の
で
20
年
経
過
し
た

も
の
は
適
合
検
査
に

合
格
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
ち
ら
の

費
用
を
か
け
る
か
、新

規
に
入
れ
替
え
た
方

が
い
い
の
か
、検
討
し

た
う
え
で
工
事
費
を

計
画
し
て
い
る
。

上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

駅
前
排
水
管
工
事
の

内
容
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

駅
前
配
水
管
布
設
替
工

事
は
何
メ
ー
ト
ル
か
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

92
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
　

令
和
３
年
度
石
綿
管

の
更
新
を
計
画
し
て

い
た
ル
ー
ト
は
、
キ
ョ

ク
ト
ー
印
刷
東
の
踏

切
の
手
前
を
横
断
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。交
通
量
も
多
く
支

障
も
あ
る
の
で
、ル
ー

ト
を
変
え
て
、今
回
は

少
し
踏
切
か
ら
離
れ

た
部
分
を
と
め
て
横

断
し
て
い
く
。

取
水
ポ
ン
プ
の
価
格
は

尾
崎 

智
美 

議
員

問 

取
水
ポ
ン
プ
１
基
の
場

合
と
２
基
の
場
合
で
、

２
基
の
ほ
う
が
値
段
が

安
く
な
っ
て
る
の
は
な

ぜ
か
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

ポ
ン
プ
の
揚
水
能
力

に
よ
っ
て
値
段
が
変

わ
る
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

南
部
水
源
井
戸
の
水
位
は

尾
崎 

智
美 

議
員

問 

事
業
実
施
理
由
に
、
南

部
水
源
井
戸
の
水
位
が

慢
性
的
に
低
い
状
態
が

近
年
続
い
て
い
て
、
今

後
の
回
復
が
見
込
め
な

い
と
あ
る
が
、
原
因
は

何
か
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　
　

様
々
な
理
由
は
あ
る

が
、営
業
用
の
水
量
に

変
動
が
な
い
こ
と
か

ら
、ア
パ
ー
ト
や
一
戸

建
て
の
住
宅
な
ど
の

整
備
に
よ
る
人
口
と

世
帯
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他

令
和
４
年
度

特
別
会
計

補
正
予
算

わけ議会だより65号 p.8



委員長報告
令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

問 

音
声
告
知
端
末
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
に
整
備

さ
れ
て
令
和
６
年
ま
で

に
改
修
の
予
定
で
あ
る

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

ス
マ
ホ
の
告
知
ア
プ
リ

で
使
え
る
方
法
と
言
わ

れ
た
が
、
い
つ
頃
か
ら

利
用
で
き
る
の
か
。

答 

現
在
の
シ
ス
テ
ム
が

整
備
さ
れ
て
��
年
近

く
経
過
す
る
な
か
︑令

和
４
年
か
ら
令
和
５

年
に
か
け
て
告
知
放

送
シ
ス
テ
ム
の
改
修

を
検
討
し
て
い
る
︒

現
状
は
多
く
の
方
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
い
て
︑他
の
自

治
体
に
お
い
て
は
︑ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
告
知
サ
ー
ビ

ス
や
︑有
事
の
際
に
防

災
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
︑和
気
町

で
も
今
年
度
中
に
既

存
シ
ス
テ
ム
の
更
新

が
よ
い
の
か
︑
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
端
末
を
利

用
し
た
ア
プ
リ
で
の

防
災
情
報
告
知
サ
ー

ビ
ス
が
よ
い
の
か
︑費

用
や
利
便
性
を
考
え

な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
︒

問 

現
在
の
告
知
端
末
は
高

齢
者
に
と
っ
て
は
ス
マ

ホ
に
比
べ
る
と
使
い
や

す
い
と
思
う
が
、
そ
の

反
面
、
機
能
面
に
お
い

て
は
、
定
時
放
送
を
聞

き
逃
し
た
際
、
１
回
の

み
の
再
生
利
用
で
、
緊

急
放
送
が
入
る
と
上
書

き
さ
れ
、
履
歴
を
遡
れ

な
い
現
状
か
ら
、
放
送

履
歴
を
文
字
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

よ
り
便
利
に
な
る
の
で

は
。

答 

音
声
に
限
ら
ず
︑
文
字

情
報
と
履
歴
が
残
る

よ
う
な
情
報
も
併
せ

て
検
討
し
た
い
︒

そ
の
他

問 

本
荘
地
内
で
起
き
た
下

校
時
の
事
件
に
つ
い
て
、

状
況
な
ど
を
教
育
委
員

会
か
ら
発
表
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
下
校
時

の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、

道
路
の
状
況
や
防
犯
灯

の
切
れ
て
い
る
箇
所
な

ど
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
の
か
。
学
校
へ
の
指

導
や
危
険
な
通
学
路
の

整
備
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答 

通
学
路
に
つ
い
て
は
︑

学
校
と
保
護
者
で
話

し
合
い
︑危
険
箇
所
に

つ
い
て
の
確
認
を
行

い
︑
教
育
委
員
会
へ

報
告
が
あ
が
っ
て
い

る
︒
整
備
に
つ
い
て

も
関
係
部
署
と
毎
年

協
議
を
行
い
︑子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
︒

　
　

ま
た
︑今
回
の
下
校
時

の
事
件
に
つ
い
て
は
︑

最
終
的
な
状
況
の
報

告
を
警
察
か
ら
聞
い

て
い
な
い
の
で
︑
内

容
を
十
分
把
握
し
て

い
な
い
が
︑
事
件
直

後
の
登
校
な
ど
に
つ

い
て
学
校
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
︑登
校
班
の

児
童
全
員
が
登
校
し

て
い
て
︑子
ど
も
た
ち

の
状
況
や
学
校
生
活

に
大
き
な
変
化
は
な

く
︑
学
校
生
活
が
通

常
通
り
行
わ
れ
て
い

る
︒

　
　

子
ど
も
た
ち
の
精
神

的
な
不
安
解
消
に
向

け
︑﹁
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
﹂が
受
け
ら
れ
る
よ

う
保
護
者
へ
案
内
し

た
が
︑希
望
者
は
い
な

か
っ
た
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

問 

近
い
将
来
予
想
さ
れ

る
建
物
や
設
備
の
改
修

に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答 

昨
年
度
︑国
の
委
託
事

業
で
経
営
戦
略
に
取

り
組
ん
だ
︒
そ
の
中

で
今
後
の
償
却
設
備

や
設
備
更
新
に
つ
い

て
の
計
画
を
行
っ
て

い
て
︑
現
在
精
査
中

で
あ
る
︒
平
成
７
年

の
オ
ー
プ
ン
当
時
か

ら
使
用
し
て
い
る
設

備
が
多
く
︑今
後
︑設

備
の
更
新
や
修
理
が

多
く
発
生
す
る
こ
と

か
ら
︑計
画
的
に
整
備

計
画
を
立
て
て
︑財
源

を
確
保
し
な
が
ら
更

新
し
て
い
き
た
い
︒

問 

当
温
泉
は
バ
ル
ク
充

填
で
ガ
ス
を
供
給
し
て

い
る
が
、
ボ
ン
ベ
方
式

よ
り
効
率
が
良
い
の
か
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に

換
気
機
能
付
き
空
調
設

備
を
整
備
す
る
よ
う
だ

が
、
現
在
は
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
で
行
っ
て
い

る
の
か
。

答 

温
泉
に
は
ガ
ス
バ
ル

ク
３
ト
ン
︑
１
ト
ン
が

３
基
あ
っ
て
︑単
価
や

使
用
頻
度
か
ら
も
液
化

ガ
ス
バ
ル
ク
方
式
の
方

が
効
率
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
︒
な
お
︑レ

ス
ト
ラ
ン
の
空
調
は
ガ

ス
式
で
は
な
く
電
気
式

で
︑コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ

り
換
気
機
能
が
つ
い
た

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
エ
ア

コ
ン
に
更
新
す
る
︒

そ
の
他

問 

経
営
改
善
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
施
設

更
新
や
修
繕
に
か
か
る

金
額
も
含
め
て
、
専
門

家
を
入
れ
た
見
直
し
を

行
う
べ
き
で
は
。

答 

改
善
計
画
に
つ
い
て

は
︑
専
門
家
を
入
れ
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ま
と

め
を
行
っ
て
い
て
︑
今

後
の
財
政
計
画
を
含
め

た
改
善
計
画
の
再
検
討

を
行
う
︒

問 

人
件
費
の
抑
制
に
向

け
た
人
員
削
減
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
現
場

の
意
見
を
し
っ
か
り
聴

く
べ
き
で
は
。

答 

現
在
の
人
員
を
把
握
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

問 

利
用
客
増
に
向
け
た

他
の
観
光
施
設
と
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画

し
な
い
の
か
。

答 

県
や
東
備
地
域
の
企
画

に
乗
っ
か
っ
て
︑
温
泉

の
利
用
促
進
を
図
り
た

い
︒

問 

レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー

の
見
直
し
を
行
う
べ
き

で
は
。

答 

夏
休
み
も
近
い
の
で
︑

子
供
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー

に
取
り
組
み
た
い
︒

総
務
文
教

常
任
委
員
会

和
気
鵜
飼
谷

温
泉
事
業

特
別
委
員
会

和気町議会には、�つの常任委員会と２つの特別委員会があり、
付託された議案について、特に詳しく審議します。
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委員長報告
令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

問 

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対

策
補
助
金
の
詳
細
は
。

答 

有
害
鳥
獣
防
護
柵
設

置
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
︑
受
益
が
３

戸
以
上
︑２
０
０
メ
ー

ト
ル
以
上
に
か
か
る

防
護
柵
を
施
工
し
た

場
合
に
補
助
す
る
制

度
で
︑今
回
の
提
案
は
︑

今
ま
で
の
新
設
の
み

の
メ
ニ
ュ
ー
に
プ
ラ

ス
し
て
︑
平
成
��
年

度
か
ら
町
内
２
７
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
整

備
さ
れ
た
防
護
柵
の

老
朽
化
に
対
応
す
る

た
め
︑
柵
の
修
繕
や

更
新
に
つ
い
て
︑今
回
︑

こ
の
補
助
金
を
適
用

す
る
た
め
︑
予
算
を

計
上
し
て
い
る
︒

問 

対
象
地
区
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答 

特
に
地
区
は
想
定
し

て
い
な
い
が
︑
複
数

の
地
区
か
ら
防
護
柵

が
古
く
な
っ
て
壊
れ

て
い
る
と
の
意
見
が

あ
り
︑
今
回
補
助
の

対
象
に
追
加
し
た
も

の
だ
︒

問 

こ
の
補
助
事
業
の
申
請

に
つ
い
て
は
個
人
で
行

え
る
の
か
。
区
で
一
括

し
て
申
請
す
る
の
か
。

ま
た
申
請
の
方
法
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 
補
助
要
綱
に
は
︑申
請

者
は
各
受
益
の
代
表

者
ま
た
は
区
の
代
表

者
と
し
て
お
り
︑壊

れ
て
い
る
状
況
を
確

認
し
た
の
ち
︑申
請

す
る
流
れ
で
︑完
了

後
も
完
了
確
認
を
行

う
予
定
で
あ
る
︒

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
、
３
回
目
接
種

を
受
け
て
い
な
い
方
へ

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答 

３
回
目
接
種
に
つ
い

て
は
努
力
義
務
で
あ

り
︑町
と
し
て
も
接
種

推
進
に
向
け
て
啓
発

し
て
い
く
が
︑約
７
割

の
方
が
接
種
を
終
了

し
て
お
り
︑残
り
の
未

接
種
の
方
に
つ
い
て

は
︑体
調
な
ど
の
こ
と

も
あ
っ
て
接
種
で
き

な
い
方
も
い
る
︒
感

染
者
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
︑未
接
種
者
へ

の
啓
発
は
進
め
て
い

く
︒

問 

ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
改
修
工
事
と
財

源
は
。

答 

既
設
の
人
工
芝
を
全

部
剥
が
し
て
や
り
替

え
る
内
容
で
︑
張
り

替
え
に
か
か
る
費
用

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
助
成
金
の
補
助
対

象
と
な
る
が
︑
既
設

の
処
分
費
は
補
助
対

象
外
で
︑
過
疎
債
を

充
当
す
る
︒

問 

長
楽
団
地
の
解
体
工
事

費
に
関
連
し
て
、
他
の

町
営
住
宅
関
連
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答 

宮
田
分
譲
地
は
３
月

か
ら
募
集
し
て
い
て
︑

６
区
画
を
売
却
予
定

に
し
て
い
る
︒朝
日

団
地
に
つ
い
て
は
民

間
に
よ
る
賃
貸
住
宅

や
分
譲
住
宅
が
計
画

さ
れ
て
い
て
︑こ
れ

か
ら
造
成
及
び
建
設

工
事
が
行
わ
れ
る
予

定
だ
︒

問 

民
間
事
業
者
よ
り
安
価

な
住
宅
を
建
て
る
予
定

は
な
い
の
か
。

答 

若
者
の
定
住
に
向
け

た
安
価
な
住
宅
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
︑今
後
も
検

討
し
て
い
く
︒
ま
た
︑

朝
日
団
地
に
は
若
者

向
け
の
賃
貸
住
宅
も

整
備
さ
れ
る
こ
と
か

ら
︑移
住
者
が
利
用

で
き
る
の
で
は
︒

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

問 

こ
の
特
別
会
計
が
企

業
会
計
に
移
る
の
は
い

つ
か
ら
の
予
定
か
。

答 

公
営
企
業
法
の
適
用

と
な
る
の
は
︑
令
和

５
年
４
月
か
ら
で
︑

来
年
の
３
月
議
会
に

は
企
業
会
計
予
算
と

し
て
提
案
す
る
予
定

で
あ
る
︒

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

←6月 22日定例会の動画

人工芝の全面張り替えを行うテニスコート（三保高原スポーツ＆リゾート）

平成２３年４月の放送開始
以来使用している告知端末
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町政を問う
一般質問

　一般質問とは、和気町の行財政全般にわたって、執行機関に対して説明を求めたり、または
所信をただしたりすることです。これにより、執行機関の政治姿勢を明らかにするとともに、
政治責任を明確にする目的があります。
　一般質問は一問一答方式でおこなわれ、質問時間は質問・答弁をあわせて４０分間です。
　６月議会定例会には、８名が登壇し、町長・教育長・その他執行部の考えをただしました。

万代 哲央 議員１７
ページ

○  「防災都市公園整備事業の中止」
表明後の対応はどうするのか

○ 和気駅内のエレベーター設置に取り
組むのか

○ 木質バイオマス発電所の誘致に取り
組むのか

尾崎 智美 議員１８
ページ

○ 開設予定の子育て支援に特化した
担当部署とは

○ 小児ワクチンの接種数や副反応は

山本　稔 議員１６
ページ

○ 防災都市公園は本当に必要ないのか
○ ドローンの物流実証実験をやめるのか
○ 佐伯グラウンド駐車場の増設は

居樹　豊 議員１３
ページ

○ 次世代を担う子どもの教育の向上は
○ 町道の整備促進を

西中 純一 議員１９
ページ

○ 矢田工業団地の企業誘致の契約の
経緯と概要は

○ ＦＤＤＩ社との契約見直しを
○ 木質バイオマス事業は

神﨑 良一 議員１５
ページ

○ 防災・減災対策は
○ 脱炭素社会の施策は
○ 人口減少対策は

今西 宏康 議員１４
ページ

○ 初瀬川水系の水質調査の目的は
○ 新たな水源確保は
○ 和気町のドローン政策は

安東 哲矢 議員１２
ページ

○ 国の地方創生臨時交付金はどのよう
に使うのか

○ 防犯カメラの設置が必要では
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一般質問

問 

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
用
途
に
給
食
費
の
補

助
を
し
た
ら
ど
う
か
。
県

内
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が

補
助
し
て
い
る
。

答 

徳
永 

教
育
長

　

給
食
費
の
値
上
が
り

分
を
補
助
す
る
の
が
良

い
の
か
︑給
食
費
そ
の
も

の
に
つ
い
て
補
助
す
る

の
が
い
い
の
か
︑現
在
検

討
し
て
い
る
︒
９
月
の
定

例
会
に
は
補
正
を
出
し

た
い
︒

問 

高
齢
者
か
ら
は
、
国

の
支
援
の
ほ
と
ん
ど
が
子

育
て
世
帯
対
象
で
あ
り
、

高
齢
者
の
支
援
が
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
年
金
生
活

者
は
、
６
月
か
ら
国
民
年

金
で
月
２
５
０
円
、
厚
生

年
金
で
月
９
０
０
円
程
度

減
額
さ
れ
て
い
る
。

答 

太
田 

町
長

　

商
品
券
な
ど
︑
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
︒

問 
現
在
の
路
線
バ
ス

を
見
直
し
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
と
併
用
し
て
、
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
も
発
行
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
形
態
に
す
る
の
か
。

答 

太
田 

町
長

　

地
域
の
声
を
聞
き
な
が

ら
︑
町
内
を
自
由
に
移
動

で
き
る
公
共
交
通
と
し
て
︑

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
︒

問 

和
気
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
１

日
３
０
０
０
人
以
上
の
乗

降
客
で
、
国
・
Ｊ
Ｒ
・
町

が
３
分
の
１
ず
つ
出
す
構

想
で
あ
っ
た
が
、
現
在
そ

の
よ
う
な
乗
降
数
に
達
し

て
い
な
い
。
町
独
自
で
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
の
か
。

答 

太
田 

町
長

　

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
︑

町
が
２
分
の
１
を
負
担
し

た
場
合
︑
国
が
最
大
２
分

の
１
ま
で
増
額
さ
れ
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
︒

意 

見

　

実
際
に
設
置
す
る
と
し

た
ら
、
３
億
か
ら
５
億
か

か
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

昇
降
機
で
十
分
で
は
な
い

か
。
現
在
は
車
イ
ス
が
設

置
で
き
る
よ
う
な
も
の
も

あ
る
。
実
際
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
必
要
な
方
が
ど
の

程
度
い
る
の
か
。
費
用
対

効
果
も
考
え
な
が
ら
検
討

し
て
欲
し
い
。

安
東 
哲
矢

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

ど
の
よ
う
に
使
う
の
か

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生
活
者
の
支
援
に

つ
な
が
る
よ
う
対
象
や
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
る防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
で
は

問

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る

和
気
中
学
校
入
口
交
差
点

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
　

検
討
さ
れ
て
い
る
和
気
駅

和
気
駅
に
停
車
し
て
い
る

町
営
バ
ス
わ
け
ま
ろ
号

問 

５
月
20
日
に
下
校
中

の
女
子
児
童
に
ナ
イ
フ
を

突
き
つ
け
、
肩
を
つ
か
み
、

暴
行
を
加
え
た
事
件
が

あ
っ
た
が
、
通
学
路
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。
警

察
か
ら
の
要
望
も
あ
る
。

答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
��
か
所

設
置
し
て
い
る
︒
通
学
路

に
年
度
ご
と
に
５
か
所
設

置
し
て
い
る
︒
県
の
補
助

率
は
３
分
の
１
で
︑
上
限

が
��
万
円
の
事
業
で
あ
る
︒

設
置
箇
所
の
選
定
に
つ
い

て
は
︑
町
内
５
つ
の
小
・

中
学
校
区
か
ら
効
果
的
な

場
所
を
推
薦
し
て
︑
区
長

ま
た
は
備
前
警
察
署
へ
の

意
見
照
会
を
受
け
て
か
ら

設
置
し
て
い
る
︒

安東哲矢議員の
一般質問動画は
ここから→
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問 

本
町
に
お
い
て
は
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
豊
か
な
心
や
主
体
的
に

学
べ
る
意
欲
を
促
す
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
や

質
の
高
い
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
を
推
進
し
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
の

諸
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

① 

い
じ
め
、
不
登
校
に
対
す

る
対
策

② 

教
育
格
差
に
つ
い
て
の
認

識
③ 

読
書
離
れ
に
対
す
る
方
策

④ 

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
の
現
場
対
応

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

① 

定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
教
育
相
談
を
通
し
て

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
が
︑
ス
マ
ホ
な

ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
︑
い
じ
め
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
︒
人
権
教

育
や
道
徳
教
育
を
充
実
さ

せ
︑
関
係
者
で
情
報
共
有

し
な
が
ら
組
織
的
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
︒

② 

多
様
な
個
に
応
じ
た
指
導

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
︑
支

援
体
制
の
確
立
や
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
効
果

的
に
使
っ
て
い
き
た
い
︒

③ 

園
・
小
・
中
学
校
や
地
域

に
出
向
い
て
の
読
み
聞
か

せ
事
業
を
行
っ
た
り
︑
学

校
で
は
様
々
な
場
面
に
読

書
を
位
置
づ
け
︑
読
書
指

導
を
行
っ
た
り
し
て
︑
読

書
活
動
を
推
進
し
て
い
る
︒

④ 

教
師
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
全
校
配
置
や
部
活
動
支

援
員
の
配
置
な
ど
業
務
負

担
の
軽
減
を
図
り
︑
会
議

や
研
修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
実
施
な
ど
︑Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
も
積
極
的
に
進

め
て
い
る
︒

問 

い
じ
め
に
つ
い
て
は
早

期
発
見
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

学
力
格
差
は
全
体
水
準
の
向

上
の
た
め
に
も
個
別
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
た
い
。
読

書
離
れ
に
つ
い
て
は
、
胎
教
、

幼
児
教
育
、
低
学
年
か
ら
の

習
慣
が
大
切
だ
と

思
わ
れ
る
。
教
員

の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、
地
域

と
の
連
携
、
保
護

者
の
理
解
と
協
力

を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
が
肝

要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

答 

徳
永 

教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
心
や
生
き

る
力
を
育
む
と
い

う
こ
と
は
︑
教
育

委
員
会
の
使
命
で

あ
り
︑
町
と
し
て

英
語
教
育
を
は
じ

め
︑
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
推
進
︑
人
権

教
育
な
ど
︑
特
色
あ
る
教
育

を
進
め
て
い
き
た
い
︒
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地

域
全
体
で
支
え
育
て
て
い
け

る
よ
う
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
︒

居
樹
　
豊

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

教
育
の
向
上
は

課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

町
道
の
整
備
促
進
を

問

一般質問

問 

中
山
間
地
に
あ
る
本
町

に
は
、
狭
隘（
き
ょ
う
あ
い
）

な
生
活
道
路
が
多
い
。
予
算

事
情
も
あ
る
が
行
政
区
要
望

の
中
で
も
強
い
も
の
が
あ
り

生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
町
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た

め
の
一
丁
目
一
番
地
で
、今

後
の
対
応
に
あ
た
っ
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

① 

町
道
の
整
備
計
画
は

② 

未
開
通
区
間
の
事
業
継

続
に
つ
い
て

③ 

緊
急
車
両
の
通
行
困
難

箇
所
の
現
状
把
握

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

① 

第
２
次
和
気
町
総
合
計
画

に
お
い
て
︑
安
全
で
快
適

な
生
活
基
盤
を
整
え
る
た

め
︑
道
路
改
良
率
の
目
標

値
を
定
め
て
い
る
︒
個
別

の
路
線
に
つ
い
て
毎
年
度

地
元
要
望
を
取
り
ま
と
め
︑

事
業
規
模
な
ど
に
よ
り
単

年
度
も
し
く
は
継
続
事
業

と
し
て
予
算
要
求
し
て
い

る
︒

② 

一
部
未
開
通
の
区
間
が
生

じ
な
い
よ
う
最
大
限
努
力

し
て
い
る
が
︑様
々
な
要

因
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
︒

継
続
事
業
は
地
域
住
民
の

安
全
性
と
利
便
性
の
向
上

な
ど
を
考
慮
し
︑
財
源
を

確
保
し
な
が
ら
道
路
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
︒

③ 

町
内
に
は
大
型
化
し
て
い

る
緊
急
車
両
が
通
行
で
き

な
い
道
路
が
ま
だ
存
在
し

て
い
る
︒
部
分
改
修
な
ど

順
次
進
め
て
い
る
︒
今
後

も
地
元
か
ら
要
望
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
財
源
確

保
に
努
め
た
い
︒

答 

今
田 

副
町
長

　

継
続
事
業
に
つ
い
て
は
十

分
検
討
し
︑
早
期
に
完
了
す

る
よ
う
努
め
た
い
︒

タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
を
見
せ
合
い

意
見
を
交
流
し
て
い
る
児
童

居樹　豊議員の
一般質問動画は
ここから→

一部整備の完了した日室地内の町道
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一般質問

問 

初
瀬
川
水
系
で
の
年

４
回
水
質
調
査
の
経
緯
と

目
的
は
。

答 

松
田 

住
民
課
長

　

平
成
��
年
度
か
ら
調

査
を
実
施
し
て
い
る
︒

目
的
は
周
辺
の
畜
産
業

か
ら
の
影
響
を
監
視
し
︑

水
質
悪
化
を
防
ぐ
こ
と

で
︑
直
近
の
調
査
結
果

は
基
準
値
内
で
あ
る
が
︑

今
後
も
調
査
は
継
続
し

て
い
く
︒

問 

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、

南
部
水
源
地
へ
の
影
響
は
。

答  

田
村 

上
下
水
道
課
長

　

水
脈
調
査
を
実
施
し

て
い
な
い
の
で
︑
因
果

関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
︑

南
部
水
源
地
の
原
水
か

ら
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ

て
お
り
︑
毎
月
検
査
を

行
い
監
視
し
て
い
る
︒

供
給
し
て
い
る
水
道
水

は
塩
素
滅
菌
を
行
っ
て

い
て
安
全
で
あ
る
︒
今

後
は
塩
素
以
外
の
滅
菌

方
法
も
検
討
し
た
い
︒

答 

太
田 
町
長

　

町
民
に
安
全
な
水
を
供

給
す
る
こ
と
は
行
政
の
責

務
で
あ
る
︒
今
後
も
調
査

は
き
ち
っ
と
行
っ
て
い
く
︒

問 

本
荘
地
区
南
部
へ
の

企
業
誘
致
に
は
ネ
ッ
ク
が

あ
る
。
そ
れ
は
水
で
あ
る
。

南
部
水
源
地
は
枯
渇
状
態

で
あ
る
以
上
、
本
荘
地
区

に
は
新
た
な
水
源
地
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　

企
業
誘
致
の
た
め
だ

け
に
先
行
し
て
水
源
を

確
保
す
る
こ
と
は
し
な

い
︒
現
在
の
町
民
の
た

め
に
水
源
を
確
保
す
る

の
が
基
本
で
あ
る
︒

問 

吉
井
川
と
金
剛
川
の

合
流
地
点
の
少
し
下
流
に

湧
き
水
が
あ
る
と
聞
く
が
、

水
源
地
に
で
き
な
い
の
か
。

答 
田
村 

上
下
水
道
課
長

　

仮
に
湧
き
水
が
あ
っ
て

も
︑
吉
井
川
と
金
剛
川
は

国
の
直
轄
で
既
存
の
水
利

権
が
設
定
を
さ
れ
て
お
り
︑

新
た
に
取
水
す
る
こ
と
は

困
難
と
思
わ
れ
る
︒

問 

県
管
理
の
初
瀬
川

を
見
る
と
、
最
下
流
域
で

あ
る
福
富
橋
か
ら
Ｊ
Ｒ
の

鉄
橋
区
間
だ
け
蛍
が
大
量

に
出
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に

は
湧
き
水
が
あ
り
、
新
し

い
水
源
地
の
候
補
に
な
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　

初
瀬
川
か
ら
の
取
水

は
県
と
の
協
議
に
な
る
︒

水
質
調
査
な
ど
を
行
っ

た
う
え
で
地
形
的
に
適

地
か
ど
う
か
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
︒

今
西 
宏
康

初
瀬
川
水
系
の
水
質
調
査
の
目
的
は

畜
産
業
な
ど
の
影
響
が
な
い
か
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

浮
草
大
発
生
の
初
瀬
川
中
流
域

蛍
の
出
る
初
瀬
川
下
流
域

問
新
た
な
水
源
確
保
は

今西宏康議員の
一般質問動画は
ここから→

問 

日
本
政
府
の
ド
ロ
ー

ン
政
策
と
業
界
の
動
向
は
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

本
年
中
に
︑
有
人
地
帯

で
の
目
視
外
飛
行
が
解
禁

と
な
り
︑
物
流
分
野
で
の

官
民
の
実
証
実
験
が
本
格

化
す
る
は
ず
だ
︒

問 

昨
秋
締
結
し
た
ヤ
マ

ト
運
輸
株
式
会
社
と
の
物

流
実
証
実
験
に
関
す
る
連

携
協
定
は
続
け
る
の
か
。

答 

太
田 

町
長

　

ヤ
マ
ト
運
輸
が
行
う
実

証
実
験
は
︑
本
町
の
課
題

解
決
に
資
す
る
も
の
で
あ

り
︑
先
方
が
希
望
す
る
限

り
協
定
も
継
続
し
た
い
︒

問
和
気
町
の
ド
ロ
ー
ン
政
策
は
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問 

① 

旧
小
学
校
区
に

　 

整
備
す
る
避
難
所
の

    

概
要
は
。

② 

佐
伯
地
域
の
公
民
館

は
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
か
。

③ 

防
災
都
市
公
園
整
備

事
業
は
中
止
と
の
こ

と
だ
が
益
原
区
民
へ

の
対
応
は
。

答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

① 

旧
小
学
校
区
ご
と
に
�

か
所
程
度
あ
る
指
定
避

難
場
所
を
各
地
の
防
災

拠
点
と
し
て
施
設
の
環

境
整
備
や
充
実
を
図
っ

て
い
く
︒

　

 　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
︑

テ
レ
ビ
の
設
置
︑
発
電

機
・
投
光
器
の
配
備
︑

Wi
ー
Fi
環
境
の
整
備
︑

簡
易
備
蓄
倉
庫
の
設
置

な
ど
︑
避
難
す
る
方
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る

避
難
所
を
目
指
し
︑国
・

県
の
防
災
の
専
門
家
な

ど
か
ら
最
新
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
︑整
備
し

て
い
く
︒

② 
現
在
︑和
気
地
域
に
は

旧
小
学
校
区
ご
と
に
地

区
公
民
館
が
あ
り
︑
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
中
心
と
し
て
︑ま
た
︑

防
災
面
で
も
指
定
避
難

場
所
と
し
て
有
事
の
際

に
は
住
民
の
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
︒

　
　

し
か
し
な
が
ら
佐
伯

地
域
に
は
な
く
︑防
災

面
で
は
学
び
館﹁
サ
エ

ス
タ
﹂と
佐
伯
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
広
域
エ

リ
ア
の
指
定
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
︒
身
近
な

場
所
へ
の
避
難
所
の
確

保
と
充
実
を
検
討
し
て

い
き
た
い
︒

答 

太
田 

町
長

③
中
止
の
代
替
案
と
し
て

旧
小
学
校
区
に
設
置
を

検
討
し
て
い
る
避
難
所

の
充
実
に
努
め
て
い
く
︒

　
　

益
原
区
民
へ
の
対
応

は
︑
中
止
に
至
っ
た
経

緯
の
説
明
を
し
た
い
旨

を
先
日
益
原
区
長
へ
申

し
入
れ
し
て
い
る
︒
日

程
が
決
ま
り
次
第
︑
益

原
区
へ
出
向
き
︑
丁
寧

に
説
明
し
理
解
を
得
た

い
と
考
え
て
い
る
︒

神
﨑 
良
一

防
災
・
減
災
対
策
は

国
・
県
の
専
門
家
か
ら
最
新
情
報
を
収
集
し
︑

避
難
所
を
整
備
す
る

一般質問

問 
① 

公
共
施
設
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
は
ど
れ

く
ら
い
敷
設
可
能
か
。

② 
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
具
体
的
な
計
画

は
。

③ 

和
気
町
環
境
保
全
事

業
推
進
協
議
会
の『
緑

の
郷
づ
く
り
』
は
ど

う
思
う
か
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長 

① 

平
成
��
年
か
ら
��
年
に

か
け
て
︑
庁
舎
や
学
校

体
育
館
な
ど
の
公
共
施

設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
事
業
を
実
施
し
た
が
︑

荷
重
な
ど
の
理
由
で
敷

設
は
で
き
な
か
っ
た
︒

現
在
︑
本
荘
に
こ
に
こ

園
︑和
気
中
学
校
と
日

笠
地
区
公
民
館
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
済
み

で
あ
る
︒

② 

令
和
�
年
に
関
西
の
大

手
建
設
会
社
か
ら
発
電

所
設
置
の
提
案
が
あ
り
︑

地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
が
期
待
で
き
る
と
し

て
︑発
電
所
の
誘
致
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
︒

　

町
内
の
広
葉
樹
を
伐
採

し
て
チ
ッ
プ
工
場
で

チ
ッ
プ
に
し
︑
発
電
所

で
発
電
す
る
︒
電
気
は

中
国
電
力
に
売
却
し
︑

発
電
時
に
発
生
す
る
熱

も
有
効
活
用
す
る
︒
現

時
点
で
の
課
題
は
伐
採

の
担
い
手
不
足
で
あ
る
︒

昨
年
度
は
日
笠
上
地
区

で
試
験
伐
採
を
実
施
︑

令
和
�
年
�
月
に
は
協

議
会
を
立
ち
上
げ
︑課

題
な
ど
を
整
理
・
検
討

を
進
め
て
い
る
︒
具
体

的
計
画
は
こ
れ
か
ら
だ
︒

③ ﹃
緑
の
郷
づ
く
り
﹄
は
︑

こ
の
団
体
が
実
施
し
て

い
る
休
耕
田
に
柑
橘
系

の
苗
木
を
植
え
る
事
業

で
︑
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
非
常
に
貢
献
す
る

と
考
え
︑今
後
も
支
援

し
て
い
く
︒

問 

① 

雇
用
確
保
の
具

体
策
は
。

② 

移
住
者
受
け
入
れ
施

設
と
は
。

③ 

都
市
へ
の
和
気
町

P
R
は
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

① 

効
果
的
な
施
策
は
企
業

誘
致
で
︑
企
業
の
希
望

要
件
の
把
握
に
努
め
る
︒ 

② 

宮
田
団
地
の
宅
地
造
成

や
・
朝
日
団
地
の
民
間

企
業
に
よ
る
住
宅
整
備

に
加
え
︑
長
楽
・
塩
田

団
地
な
ど
に
も
子
育
て

世
帯
向
け
町
営
住
宅
を

確
保
し
て
い
る
︒

答 

太
田 

町
長

③
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
観

光
大
使
の
発
掘
も
企
画

中
で
あ
る
︒

問
脱
炭
素
社
会
の
施
策
は

神﨑良一議員の
一般質問動画は
ここから→

問
人
口
減
少
対
策
は

和気町環境保全推進協議会
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問 

防
災
都
市
公
園
は
市

街
地
の
防
災
性
の
向
上
、

被
災
地
の
早
期
復
興
を
図

る
た
め
、
総
合
的
に
推
進

す
る
事
業
で
あ
り
、
避
難

場
所
を
作
る
目
的
の
も
の

で
は
な
い
。
普
段
は
住
民

の
福
祉
向
上
、
お
よ
び
、

町
外
者
と
の
交
流
を
図
る

施
設
で
あ
り
、
い
ざ
災
害

が
起
き
れ
ば
、
避
難
場
所

に
移
る
。
そ
の
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
物
資
の
集
約
や
配
送
の

拠
点
と
な
る
所
で
あ
る
。

こ
う
い
う
施
設
を
作
る
こ

と
は
大
賛
成
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
や
め
る
の
か
。
な
ぜ

必
要
な
い
と
思
う
の
か
。

答 

太
田 

町
長

　

こ
の
防
災
都
市
公
園
は

本
来
︑
大
都
市
を
中
心
に

地
域
の
防
災
構
造
を
強
化

す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る

も
の
で
︑
本
町
で
整
備
す

る
こ
と
に
は
疑
問
を
持
っ

て
い
た
︒
ま
た
︑
計
画
区

域
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

で
浸
水
地
域
で
あ
る
こ
と

や
︑
旧
小
学
校
区
に
中
核

と
な
る
防
災
拠
点
を
整
備

す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
︑
災
害
廃

棄
物
の
処
理
も
和
気
町
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
︒
こ
の

公
園
は
︑Ｉ
Ｐ
Ｕ
に
無
償
貸

与
し
た
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
代
替
施
設
と
し
て
新
た

に
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
︑

町
民
感
情
を
考
慮
し
た
場

合
︑
理
解
を
得
ら
れ
な
い

と
判
断
し
た
︒

問 

大
都
市
で
な
く
と
も

防
災
性
向
上
の
た
め
に
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

仮
設
住
宅
の
建
設
場
所
や
、

大
量
の
災
害
ご
み
の
集
積

場
所
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。
野
球

場
で
な
く
と
も
良
い
と

言
っ
て
い
た
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答 

太
田 

町
長

　

計
画
予
定
地
が
浸
水
地

域
で
あ
る
こ
と
は
︑ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
︒
事
実
そ
う
い
っ
た

拠
点
と
な
る
こ
と
は
不
可

能
で
は
な
い
か
と
理
解
し

て
い
る
︒

　

防
災
都
市
公
園
は
︑
一

般
的
に
人
口
密
度
が
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
��
人
以
上
の
と

こ
ろ
に
建
設
し
な
さ
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
︑
和
気

町
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

約
４
人
で
あ
り
︑
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
︒

災
害
ご
み
に
つ
い
て
は
︑

処
理
計
画
に
よ
り
進
め
て

い
く
︒
野
球
場
を
作
る
た

め
の
防
災
都
市
公
園
で
︑

そ
の
基
本
構
想
を
変
え
る

つ
も
り
は
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
︒

一般質問

山
本
　
稔

防
災
都
市
公
園
は

本
当
に
必
要
な
い
の
か

大
都
市
を
中
心
に
整
備
す
る
も
の
で
必
要
な
い

防災都市公園イメージ図（災害発生時）防災都市公園イメージ図（災害発生時）

山本　稔議員の
一般質問動画は
ここから→

ド
ロ
ー
ン
の
物
流
実
証
実
験
を

や
め
る
の
か

問

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド

駐
車
場
の
増
設
は

問

問 

ド
ロ
ー
ン
の
物
流
実

証
実
験
を
や
め
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
実
証
実
験
は

実
用
に
至
る
ま
で
の
途
中

で
あ
り
必
要
と
考
え
て
い

る
。
対
外
的
に
も
有
利
で

宣
伝
効
果
も
大
き
く
、
移

住
な
ど
に
結
び
つ
く
の
で

は
な
い
か
。

答 

太
田 

町
長

　

物
流
実
験
は
実
用
化
が
困

難
で
あ
る
な
か
で
︑現
在
︑

大
手
企
業
な
ど
が
実
用
化
に

向
け
て
実
験
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒
本
町
が
財
源
を
活
用

し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で

は
な
い
︒
民
間
企
業
が
主
体

の
実
証
実
験
に
は
協
力
を
行

い
後
押
し
し
て
い
き
た
い
︒

問 

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
近

く
に
駐
車
場
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
練
習
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
増
設
は
ど
う

か
。答 

万
代 

教
育
次
長

　

駐
車
場
は
︑平
成
��
年
度

に
増
設
し
︑
��
台
の
駐
車

が
可
能
で
あ
る
︒
す
ぐ
下

の
農
地
は
優
良
農
地
で
あ

る
た
め
制
約
も
あ
り
︑十
分

検
討
が
必
要
で
あ
る
︒
利

便
性
向
上
の
た
め
︑効
果
的

な
改
修
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
︒
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問 

防
災
都
市
公
園
整
備

事
業
を
中
止
す
る
と
表
明

し
た
こ
と
で
、
地
元
に
対

し
て
説
明
は
す
る
の
か
。

ま
た
、
町
民
に
対
し
て
は

ど
う
い
う
形
で
知
ら
せ
る

の
か
。

答 

太
田 

町
長

　

自
ら
の
責
任
に
お
い
て

こ
の
事
業
に
収
拾
を
図
っ

て
い
く
︒
ま
た
町
民
の
皆

様
に
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
の
が
私
の
立
場
で

あ
る
︒
そ
う
い
う
こ
と
で

所
信
表
明
に
至
っ
た
︒

　

５
月
��
日
に
益
原
区
に

説
明
会
の
申
入
れ
を
お
願

い
し
て
い
る
︒
現
在
︑
日

程
調
整
中
で
あ
る
︒

　

地
元
に
出
向
き
︑
中
止

に
至
っ
た
経
緯
や
判
断
し

た
こ
と
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
し
理
解
を
得
た
い
︒

ま
た
︑
町
民
の
皆
様
に
は
︑

町
政
報
告
会
開
催
時
に
丁

寧
に
説
明
し
︑
理
解
を
得

た
い
︒

万
代 
哲
央

「
防
災
都
市
公
園
整
備
事
業
の
中
止
」

表
明
後
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か

地
元
に
出
向
き
丁
寧
に
説
明
し

理
解
を
得
た
い

一般質問

和
気
駅
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

取
り
組
む
の
か

問

問 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
の
誘
致
に
関
し
て
、

事
業
継
続
を
表
明
さ
れ
た

が
、
町
長
は
不
退
転
の
覚

悟
で
取
り
組
む
意
向
な
の

か
。答 太

田 

町
長

　

事
業
継
続
と
し
た
の
は
︑

引
継
ぎ
の
時
︑
研
究
段
階

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒
研

究
は
継
続
し
て
い
く
︒

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
の
誘
致
に

取
り
組
む
の
か

問

和
気
町
の
防
災
拠
点

（
指
定
避
難
所
）

① 

和
気
町
役
場

② 

和
気
町
体
育
館

③ 

和
気
中
学
校

④ 

和
気
小
学
校

⑤ 

本
荘
小
学
校

⑥ 

日
笠
地
区
公
民
館

⑦ 

旧
和
気
小
学
校

⑧ 

石
生
地
区
公
民
館

⑨ 

学
び
館「
サ
エ
ス
タ
」

⑩ 

佐
伯
老
人
福
祉
セ
ン

　

 

タ
ー

⑪ 

佐
伯
小
学
校

和気駅構内写真
右上：改札口を入って左手に階段あり。
左上：上り方面から下り（岡山）方面。
　　　手前１番ホーム、２番３番ホーム

への通路と階段
　下：１８９１年（明治２４年）３月開業。
　　　今日まで１３０年の歴史あり

問 

和
気
駅
内
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

町
長
は
順
次
準
備
を
進

め
る
と
表
明
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答 
太
田 

町
長

　

公
共
交
通
機
関
の
環
境

整
備
と
し
て
︑
本
町
の
重

要
な
玄
関
口
で
あ
る
和

気
駅
構
内
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け

て
︑
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
︒

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
は
具
体
的
に
は
こ
れ
か

ら
で
あ
る
︒
国
の
補
助
事

業
の
手
法
を
活
用
し
て
進

め
て
い
く
︒

万代哲央議員の
一般質問動画は
ここから→

木質バイオマスエネルギー利活用の試験的伐採実験の様子
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一般質問

問 

子
育
て
や
し
つ
け
に

頭
を
悩
ま
せ
る
保
護
者
は

多
い
。「
勉
強
し
ろ
」「
早

く
！
早
く
！
」
と
い
っ
た

言
葉
を
連
発
し
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
日
常
に
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
親
も
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
、
効
果
が
薄

い
と
感
じ
る
。

　

個
人
的
な
経
験
だ
が
、

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
と
い
う

教
育
系
の
心
理
学
を
長
年

学
ん
で
い
る
。
そ
の
お
か

げ
で
楽
な
子
育
て
が
で
き
、

教
育
的
な
効
果
も
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
ア
ド

ラ
ー
心
理
学
以
外
に
も
、

親
業
、
親
学
な
ど
、
有
効

な
子
育
て
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
い
く
つ
か
あ
る
。
何

の
護
身
術
も
身
に
つ
け
て

い
な
い
よ
り
も
、
空
手
な

り
合
気
道
な
り
、
何
ら
か

の
護
身
術
を
学
ん
で
お
い

た
方
が
役
に
立
つ
の
と
同

様
に
、
何
ら
か
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
場
を
提

供
す
れ
ば
、
保
護
者
の
ス

ト
レ
ス
軽
減
や
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
り
、
子
ど
も

の
心
身
の
健
全
な
発
育
に

も
良
い
影
響
が
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

町
長
の
所
信
表
明
に
、

子
育
て
に
特
化
し
た
担
当

部
署
を
設
け
る
と
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
子
育
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
学
べ
る
よ
う
な
講

座
を
受
講
を
希
望
す
る
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
提

供
し
て
は
ど
う
か
。

答 

太
田 

町
長

　

育
児
の
様
々
な
悩
み
を

抱
え
る
保
護
者
は
町
内
に

も
少
な
く
な
い
︒
国
か
ら

市
区
町
村
に
望
ま
れ
て
い

る
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
設
置
を
今
年
度
中

に
取
り
か
か
り
た
い
︒
妊

産
期
か
ら
の
総
合
的
相
談

や
支
援
に
よ
り
︑
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
く
︒

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

専
門
家
の
助
言
指
導
や

教
育
委
員
会
で
の
家
庭
教

育
学
級
︑
就
学
前
子
育
て

講
座
︑
思
春
期
子
育
て
講

座
を
実
施
し
て
お
り
︑
引

き
続
き
そ
う
し
た
場
の
充

実
に
努
め
て
い
く
︒

尾
崎 
智
美

開
設
予
定
の
子
育
て
支
援
に

特
化
し
た
担
当
部
署
と
は

﹁
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
﹂の
設
置
を
進
め
る

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
数
や

副
反
応
は

問問 
厚
生
労
働
省
が
接
種

日
が
不
明
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
者
を
未
接
種
に
カ
ウ
ン

ト
し
て
効
果
を
高
く
見
せ

て
い
た
。
現
在
は
集
計
方

法
が
修
正
さ
れ
た
が
、
そ

れ
に
よ
り
効
果
が
ほ
と
ん

ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

日
本
で
は
毎
年
約
１
４

０
万
人
が
死
亡
す
る
。
し

か
し
、
昨
年
は
そ
れ
が
約

５
万
人
増
え
て
お
り
、
今

年
の
１
〜
３
月
も
通
常
よ

り
も
3.8
万
人
増
と
急
増
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
超
過

死
亡
の
急
増
の
原
因
と
し

て
、
ワ
ク
チ
ン
を
疑
う
声

も
あ
る
。
岡
山
県
の
デ
ー

タ
分
析
か
ら
も
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
、
原
因
の
究

明
が
求
め
ら
れ
る
。
和
気

町
の
小
児
ワ
ク
チ
ン
の
状

況
は
ど
う
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

令
和
４
年
６
月
��
日
現

在
︑対
象
者
６
１
４
人
に
対

し
︑１
回
接
種
済
み
が
��

人
で

��.�
％
︑２
回
接
種
済

み
は
��
人
で

��.�
％
で
あ
る
︒

副
反
応
は
成
人
に
比
べ
る

と
大
幅
に
低
か
っ
た
︒

問 

他
県
で
は
マ
ス
ク
を

し
た
ま
ま
の
体
育
な
ど
で

熱
中
症
に
な
り
、
多
く
の

子
ど
も
が
救
急
搬
送
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
昨
年

は
死
亡
事
故
も
あ
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
も
文
部
科

学
省
も
注
意
喚
起
し
て
い

る
。
海
外
で
は
も
は
や
マ

ス
ク
姿
は
珍
し
く
、
マ
ス

ク
の
義
務
化
撤
廃
の
前
後

で
、
陽
性
者
や
死
亡
者
の

大
幅
な
増
加
は
見
ら
れ
ず
、

マ
ス
ク
の
効
果
も
疑
わ
し

く
思
え
る
。
子
ど
も
の
マ

ス
ク
へ
の
対
応
は
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

感
染
状
況
や
国
・
県
の

通
知
を
踏
ま
え
︑
感
染
症
︑

熱
中
症
︑
健
全
な
発
育
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

な
が
ら
健
康
管
理
に
努
め

て
い
く
︒
マ
ス
ク
な
し
の

日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
う
︒

尾崎智美議員の
一般質問動画は
ここから→
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問 

矢
田
工
業
団
地
の
企

業
誘
致
の
契
約
の
経
緯
と

概
要
は
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

令
和
３
年
５
月
末
に
団

地
が
完
成
︑
同
年
６
月
か

ら
募
集
を
開
始
し
︑
４
年

３
月
末
で
県
内
１
社
県
外

１
社
か
ら
買
受
け
の
申
請

を
い
た
だ
い
て
い
た
︒
募

集
を
停
止
し
て
書
類
審
査

を
し
て
い
た
が
︑県
外
企
業

か
ら
申
請
取
り
下
げ
の
連

絡
が
あ
り
︑
５
月
��
日
に

立
地
企
業
選
定
委
員
会
を

開
き
︑企
業
か
ら
事
業
説
明

と
Ｐ
Ｒ
及
び
申
請
内
容
に

対
す
る
質
疑
を
行
い
︑採
点

の
結
果
︑
全
会
一
致
で
選

定
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
︒

　

６
月
６
日
に
は
地
元
区

長
総
代
な
ど
に
説
明
し
︑

工
業
団
地
へ
の
進
出
に
つ

き
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
︒
現
在
︑企
業
と
仮
契

約
を
結
び
︑
本
契
約
に
係

る
議
案
提
出
に
向
け
た
準

備
を
し
て
い
る
︒

　

事
業
に
つ
い
て
は
︑
健

康
食
品
の
製
造
に
関
す
る

工
場
で
︑段
階
的
に
事
業
拡

大
す
る
︒
第
一
期
で
は
原

料
の
製
造
設
備
を
建
設
予

定
で
︑
最
終
的
に
は
製
品

ま
で
を
一
貫
製
造
す
る
計

画
で
あ
る
︒
最
終
的
に
は

１
３
５
名
程
度
の
陣
容
に

な
り
︑赤
磐
市
の
事
業
を
一

部
移
転
す
る
も
の
で
あ
る
︒

矢
田
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
の

契
約
の
経
緯
と
概
要
は

選
定
委
員
会
を
開
き
全
会
一
致
で
選
定
し
た

西
中 
純
一

矢田工業団地の全景

ドローンスクールの実施模様

問
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
と
の
契
約
見
直
し
を

問
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は

西中純一議員の
一般質問動画は
ここから→

問 

広
葉
樹
を
中
心
に

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
と

聞
い
て
い
る
が
、
資
源
材

料
が
あ
る
の
か
、
課
題
は

ど
こ
に
あ
る
か
、
成
功
例

は
あ
る
の
か
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
針

葉
樹
を
活
用
す
る
こ
と
が

多
い
が
︑
本
町
の
場
合
は

林
業
が
盛
ん
で
は
な
く
︑

人
工
林
の
率
も

��.�
％
と
非

常
に
低
い
た
め
︑
天
然
林

で
あ
る
広
葉
樹
を
燃
料
材

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
︒
針
葉
樹

と
比
べ
て
伐
採
が
難
し
い

と
い
わ
れ
て
い
る
︒
林
業

者
が
少
な
い
本
町
に
と
っ

て
︑
伐
採
者
を
ど
う
確
保

し
て
い
く
か
が
一
番
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
︒
島
根

県
と
埼
玉
県
で
検
討
さ
れ

て
い
る
︒

問 

大
森
町
長
の
時
に
、

平
成
29
年
専
決
処
分
で
和

気
ド
ー
ム
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
、
使
用
も
全
面
使
用
は
、

営
利
企
業
は
１
万
円
の
と

こ
ろ
を
５
分
の
１
の
金
額

２
０
０
０
円
に
し
て
い
る
。

家
賃
も
水
道
光
熱
費
込
み

の
３
万
６
８
８
１
円
で
あ

る
。
特
別
扱
い
で
あ
る
。

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
に
つ
い
て

は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

町
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

た
誘
致
企
業
と
し
て
︑
益

原
多
目
的
公
園
の
い
き
が

い
工
芸
館
を
事
務
所
と
し

て
進
出
し
た
︒
賃
貸
契
約

の
金
額
は
︑
他
の
入
居
者

と
同
様
の
積
算
方
法
で
Ｆ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
だ
け
優
遇
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
︒
和
気

ド
ー
ム
の
使
用
料
は
営
利

企
業
は
通
常
の
５
倍
と
な

っ
て
い
る
が
︑
営
利
企
業

加
算
分
は
免
除
し
て
い
る
︒

同
社
が
町
の
誘
致
企
業
で

あ
る
と
と
も
に
ド
ロ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
が
雇
用
創
出
と

人
材
育
成
に
貢
献
す
る
企

業
で
あ
る
こ
と
︑
ま
た
平

成
��
年
に
締
結
し
た
包
括

連
携
協
定
に
お
い
て
︑
お

互
い
の
有
す
る
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
業
務
の
支
障

の
な
い
限
り
に
お
い
て
便

宜
を
図
る
と
い
う
こ
と
に

鑑
み
︑
減
免
し
て
い
る
︒
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撮影場所：
コメント：

和気ドーム駐車場
今月号では、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め取材が長らく見送りになっていた「和気町消防団」
を特集しました。コロナ禍を経て３年ぶりに開催さ
れる「全国消防操法大会」に岡山県代表として「第
４分団機動部」が出場することになり、訓練の披露
がありました。
全力で頑張って欲しいものです。　    　　（山本 稔）

p.18p.20

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい町民の笑顔やイベント行事などの
写真をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』表紙に掲載するとともに、誌面で
紹介させていただきます。また、和気町ＰＲグッズを差し上げます。
　＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページをご覧いただくか、事務局
までお問い合わせください。

一部加工・トリミングして掲載しています。

写真はイメージです。

和気町議会だより  第６５号 令和４年７月25日 発行

「全国消防操法大会出場
　第４分団機動部の訓練の様子」

　暑さの中、我が家の子ども達も夏休みの宿題や自由研究に追われています。私たちも少しお勉強
をしてみましょう。
　和気町の「和」の漢字の部首は何でしょう？
　「のぎへん」と思い出せた人は優秀です。でも残念！「和」の部首は「口 （くち）」です。意外で
したか？ では、問、間、聞のうち 部首が「門」の漢字はどれでしょう？ ヒントは『おおまかな意味を表す部分が部首で、
音を表す部分は部首ではない』です。
 　「問」は「モン」と読むので、「門」ではない「口」の部分が部首です。他の答えは書きませんので、調べてみてくださいね。
「酒」も部首を間違いやすい漢字です。お酒好きの方、ちゃんと知ってお酒飲んでますか？　　　　　　（尾崎 智美）
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